
鰹

．．蹴

照　　 鱗

繋 ．購

難

撒

難嚢・

凝’臨

　　　彗　響繍　　　　　轡　　　　　　　　護

馨懸

　撫欝潔

鋤

奎　　
　
　

　
　
鰯
鎌

　
　
　
雛

　
　
　
　
鐡

　
　
　
　
雛

　
　
　
　
　
撒
馨

郵’那

繊

　　彫　　覇　　灘
擶柵鵬
　　鯉　

i灘

灘

盗

塾
葦

舞　　　　　鞭

鍋

顯i　． 鍼
獄

～茂

巌

罐 灘　 ∫

？
、

灘灘

雛

翻

　i撫峯ン“

騒灘，，，
嚇妻

灘

翻

　灘
撚
難　 毒
　灘

瀞
懸

灘鱒灘

　　　　瀦欝
麟雛讐甥1騨
　　　　織　　　　　　　鐸　　　萎蝶

．
麟灘

　　醗F　、
懸、

・
．
，
覇

　ミ　けメ　ず

碧囎　、糊、漁覇騨　　　　　　　　　　　　　難　　　鰯轟鴨
　搬　　　灘懸

・　突錫£

繍灘

．　轟

．　野

翌

描

繊

懸

献
臨
、
、
、
菱

　彗　　騨購顯　・鑛輔縢麟　　多韓♂
　　　　　　！莞’

　鰻糊
駕　　　　　鋤

愚
謹 響噸
　　　　籔

　　簸
　　灘　　鰯灘

　　灘　　、

　　　翼
硲

溜繍灘鰯

、『・，雛

　　　　　　　　　　　　
　灘織1・
　　灘購馨

簾矯奮
　　　　　　　　蓄
　　　　　　　駕　　　　　　　㌔灘
　　　　　　欄

・6

7
8
9
10・11

1恨・18

．封・質・15

　　　　離

・籟㎜



3
　
　
●

1
．
　
9

6●

　
少
子
化
に
よ
っ
て
各
校
の
規
模
が
総
じ
て
小
さ
く
な
り
、
高
校
の
教
育
力
や

活
動
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
、
高
校
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

来
る
べ
き
2
1
世
紀
を
支
え
る
生
徒
の
育
成
で
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、
多

様
な
選
択
科
目
や
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
通
し
て
、
豊
か
な
人
間
性
や
創
造
性
、

確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
る
教
育
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
新
潟

県
で
は
、
多
様
な
選
択
科
目
の
開
設
や
中
高
一
貫
教
育
、
学
区
の
見
直
し
な
ど

を
視
野
に
入
れ
た
「
高
校
改
革
」
を
平
成
9
年
度
か
ら
2
年
問
を
か
け
て
検
討

し
て
き
ま
し
た
。
7
月
1
日
に
は
、
1
9
年
度
を
め
ど
と
し
た
公
立
高
校
整
備
の

中
問
と
り
ま
と
め
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

新
潟
県
は
本
ぺ
ー
ジ
右
下
の
「
意
見
を
聴
く
会
」
を
経
て
、
最
終
的
に
「
高
校

改
革
」
の
計
画
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

高
等
騰
畷
、
．
撫
．
．

　
　
　
　
め
綿
癒
課
．
題

①
高
校
生
の
多
様
化

　
新
潟
県
の
高
等
学
校
進
学
率
は
平

成
1
0
年
度
に
は
9
7
・
3
％
に
達
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
入
学
す
る
生
徒
の

能
力
・
適
性
、
興
味
・
関
心
、
進
路

希
望
等
が
多
様
化
し
、
ま
た
、
入
学

前
の
学
習
歴
や
生
活
歴
の
多
様
な
生

徒
た
ち
が
入
学
し
て
き
ま
す
。
入
学

後
も
、
学
業
や
部
活
な
ど
諸
活
動
に

積
極
的
な
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る

生
徒
が
い
る
一
方
で
、
入
学
後
学
校

不
適
応
や
進
路
変
更
を
理
由
に
中
途

退
学
す
る
生
徒
も
見
ら
れ
ま
す
。

②
高
校
教
育
に
対
す
る

　
　
　
　
　
二
ー
ズ
の
変
化

　
社
会
一
般
の
高
学
歴
化
の
中
で
、

高
校
卒
業
後
す
ぐ
に
就
職
す
る
生
徒

は
、
11
年
3
月
で
お
よ
そ
22
・
8
％

（
1
0
年
前
は
4
6
・
9
％
）
と
減
少
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う

に
、
普
通
科
系
学
科
（
普
通
科
、
総

合
学
科
そ
の
他
専
門
学
科
を
い
う
）

に
入
学
し
、
さ
ら
に
進
学
を
希
望
す

る
生
徒
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

◎
中
学
校
卒
業

　
　
　
生
徒
数
の
減
少

　
中
学
校
卒
業
生
徒
は
今
後
も
減
少

す
る
見
込
み
で
す
。
1
9
年
春
に
は
、

今
春
に
比
べ
6
、
5
0
0
人
（
21
％
、

40

人
学
級
換
算
で
1
6
0
学
級
相

当
）
ほ
ど
減
少
し
、
お
よ
そ
2
4
、

6
0
0
人
に
な
り
ま
す
。
高
校
で
は

8
年
後
、
現
在
と
比
べ
て
1
年
生
で

1
4
0
学
級
程
度
（
n
年
度
の
募
集

学
級
数
は
6
4
2
学
級
）
、
全
学
年
合

わ
せ
て
4
0
0
学
級
程
度
（
11
年
の

総
学
級
数
は
ー
、
9
4
6
学
級
）
が

全
県
で
過
剰
に
な
る
見
通
し
で
す
。

　
こ
れ
を
学
校
数
等
を
現
状
の
ま
ま

と
し
て
調
整
す
れ
ば
、
多
く
の
学
校

が
小
規
模
校
化
し
て
し
ま
い
、
各
学

校
の
教
育
力
や
活
力
の
低
下
が
心
配

さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
全
県
的
視
野
か

ら
学
校
・
学
科
を
再
編
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

高
校
醗
綴
醗

　
　
　
　
　
　
慧
霧
雛
灘

①
基
本
的
な
考
え
方

0り

　
各
学
校
で
個
性
に
応
じ
た
選
択

重
視
の
教
育
課
程
を
編
成
し
、
豊
か

な
人
間
性
や
た
く
ま
し
さ
、
確
か
な

学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
「
生
き
る

力
」
を
育
む
教
育
を
可
能
に
し
ま
す
。

ω
　
普
通
科
系
の
学
科
比
率
を
高
め

ま
す
。
そ
の
際
、
総
合
学
科
や
単
位

制
高
校
な
ど
特
色
あ
る
学
校
・
学
科

を
整
備
し
ま
す
。

㈲
　
ゆ
と
り
あ
る
学
校
生
活
の
中
で

個
性
や
能
力
の
伸
長
を
図
る
た
め
に
、

中
高
一
貫
教
育
を
導
入
し
ま
す
。

ω
　
選
択
を
重
視
し
た
授
業
を
展
開

し
ま
す
。
ま
た
社
会
性
や
協
調
性
な

ど
を
身
に
付
け
る
た
め
学
校
の
規
模

を
適
正
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
は
1
学
年
4
学
級
～
8
学

級
程
度
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

㈲
　
高
校
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
基

本
的
に
は
既
存
の
施
設
・
設
備
等
で

対
応
し
ま
す
。

②
普
通
科
系
学
科
の
拡
充

　
生
徒
や
保
護
者
の
二
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
総
合
学
科
や
単
位
制
高
校
の
設

　
本
県
高
校
教
育
が
抱
え
る
諸
問
題

や
、
高
校
改
革
の
方
向
な
ど
に
つ
い

て
広
く
県
民
か
ら
意
見
を
聴
き
、
今

後
の
高
校
改
革
の
参
考
と
す
る
た
め

に
「
高
校
改
革
に
つ
い
て
意
見
を
聴

く
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
高
校
改
革

は
生
徒
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
や

社
会
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
課

題
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
“
8
月
2
2
日
㈲
午
後
1
時
～

午
後
4
時
（
受
付
1
2
時
3
0
分
～
）
■

場
所
H
市
民
会
館
■
主
催
H
新
潟
県

教
育
委
員
会
■
申
込
み
n
参
加
希
望

者
は
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
を
明

記
し
、
8
月
2
0
日
働
ま
で
に
十
日
町

高
等
学
校
（
〒
9
4
8
1
0
0
8
3

市
内
本
町
西
1
）
へ
。
（
当
日
消
印
有

効
）
■
問
合
せ
“
十
日
町
高
等
学
校

　
（
智
52
1
3
5
7
5
）
へ
。

　
病
気
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由

で
中
学
校
を
卒
業
で
き
な
か
っ
た
人

に
対
し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力

が
あ
る
か
ど
う
か
を
国
が
判
定
し
、

合
格
者
に
は
高
等
学
校
の
入
学
資
格

2

、



十恒町地域欝等教冑機関

　設立・誘致協議譲総禽
誰日町地域高等教脊機関設立・誘致協議会蕉会

長：菌趨勝彦衆議院議員）驚は平威誕隼度総会を

7月魏日㈹にラ潔一繋誰臼町懇開催し象し驚。総

会では新会員の報告、騨憩隼度の活動・収藁決

算報告と今後の溝動を審議し諜し捷。

今後の溝動獲つ鱒では、約歪隼誰庭聯魁》羅検

討しでき捷鼓立四隼制大学設立專開委員会の報告

書蔭こ華づき、「四宰割弐学の設立健劔鋼謹の活動纏．

当分の聞休止汝る二翻鶴蔭の他の嵩等教育機関の

設立・誘致健創繋慈の活勤ぼ．謙團職布を囎心惹

して行塾。必要に応¢懇協議会で協議・協力餐る

こと」庭な瀦舞まし驚。

　　公立四隼制弐学
　　　設謹欝悶委賛会報告
　高等教蒋機関の設立鷹つ騨羅ぽ8隼度鷹高等教

薦機関検認委員会《座長：壁越教脊長）熱膨厩牽

日i町地域庭ヌ罪繋灘灘ン系・総含政策系の2学部

から鞍る饗立國隼制大掌の設立溝望麟移鞍測灘麟

う報告灘鐵さ総諜移驚。議総を受醗⑨隼度に設置

さ燕だ公立四隼制爽掌設立専i開委員会懇は、奪開

的知識・経験を持つ有識者で構成誘る慧つの部会

（教脊部会と経営部会）懸その実現織の具体的癒

羅能盤醸騨騨灘検議腰穫懇き謙楼懸。

　灘嬰驚灘灘滋の陶容塗澄を教欝的視点か勝検討

麟葱き潅教蒋部会認ぽ、磁嚢設蝿営欝裁磁よる幽隼

制羨欝の設立を提案塗葛鑛適藍規模の糞学を設立

すべき懸おる鐸財政的鞍見通移輝必要驚あ嬢、経

営部会の露向を見守る劃護とを提案爆まiし捷。

一・方、誰臼町地ξ域を贈心に設立資金及び運営資

金の確保などの経営的鞍面がら検討を行う経営部

会ぞは、「県は県立大学を設立する考菟は癒く、辮

町村立か一部事務縄合立懸設立懸ざるを徳羅麟謝

降一般財源だげ癒の設立は現実的に不可能葬教蕎

部会が望裟し鱒と琶癒恥る公設民営方式の場合、

地方債の借9入れは不斑能」「公設鱗営方式の場禽、

地方債の構働鼓総は懸きる瀞、借羨額は羨幅鑛翻

隈さ瀧る罫長期鴛する経済不溌下で、民闘溺墜の

財政的陰支援、多額の寄慰金を確保誘る護灘ま容

易懸は護熱》葺少子他が進鞭騨、運嘗面総も多額凝

助成、獲還金の返済も含め憲財源確保溺難難轟割

塗どの理由によ吻、露現時黙懇の公立國隼制羨掌の

設立は極めで困難である璽と結論づけて願蒙演。

3　　平成雛年8月憩日号

置
な
ど
普
通
科
系
学
科
を
拡
充
し
ま

す
。③
総
合
学
科
の
整
備

　
総
合
学
科
は
、
生
徒
が
通
学
で
き

る
範
囲
に
1
校
は
設
置
す
る
方
向
で

整
備
し
ま
す
。
（
管
内
で
は
す
で
に
十

日
町
総
合
高
校
を
整
備
済
）

④
専
門
高
校
の
整
備

　
今
後
は
、
生
徒
が
通
学
で
き
る
範

囲
に
質
の
高
い
充
実
し
た
専
門
教
育

を
提
供
で
き
る
適
正
規
模
の
専
門
高

校
を
配
置
し
ま
す
。
普
通
科
高
校
に

併
置
の
職
業
学
科
は
、
家
庭
科
の
一

部
を
除
き
、
原
則
廃
止
し
ま
す
。

⑤
単
位
制
高
校
の
整
備

　
単
位
制
高
校
は
、
生
徒
自
ら
が
作

成
し
た
時
間
割
に
基
づ
い
て
学
習
で

き
る
こ
と
な
ど
か
ら
入
学
志
願
者
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
県
内

ど
の
地
域
に
お
い
て
も
生
徒
が
希
望

す
れ
ば
単
位
制
高
校
で
学
ぶ
機
会
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
、
魚
沼
地
区
に
も

整
備
し
ま
す
。

◎
中
高
一
貫
教
育
の
推
進

　
ど
の
地
域
の
生
徒
に
も
中
高
一
貫

教
育
を
受
け
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る

よ
う
に
、
併
設
型
の
中
高
一
貫
教
育

校
を
適
切
に
配
置
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

⑦
1
9
年
度
に
お
け
る

　
　
　
公
立
高
校
の
概
要

　
前
述
の
高
校
整
備
を
進
め
る
と
す

れ
ば
、
本
県
の
公
立
高
等
学
校
（
独

■
問
合
せ
”
新
潟
県
教
育
庁
高
等
学

校
改
革
推
進
室
（
智
0
2
5
－
2
8

5
1
5
5
1
1
内
線
3
8
8
8
）
へ
。

立
校
）
は
、
1
9
年
に
は
、
9
5
校
程
度
（
1
1

年
度
は
1
0
5
校
）
、
5
0
0
学
級
程

度
（
1
年
生
の
学
級
数
、
1
1
年
度
は

6
2
8
学
級
）
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
普
通
科
系
学
科
比
率

は
、
1
9
年
に
は
、
8
0
％
程
度
（
n
年
は

お
よ
そ
7
0
％
）
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
①
多
様
な
選
択
科
目
の
開
設
②
活

発
な
部
活
動
や
学
校
行
事
の
実
施
③

個
性
を
伸
長
す
る
教
育
の
展
開
な
ど

に
つ
い
て
、
今
後
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

が
与
え
ら
れ
る
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
受
験
資
格
H
▼
保
護
者
が
義
務
教

育
諸
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶

予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人
で
、
1
2
年

3
月
31
日
ま
で
に
満
1
5
歳
以
上
に
な

る
人
▼
保
護
者
が
尋
常
小
学
校
ま
た

は
国
民
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を

猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人
な
ど
層

試
験
科
目
H
中
学
校
履
修
水
準
の
国

語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・
外
国
語

（
英
語
）
■
願
書
締
切
H
9
月
1
日

㈱
ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出
（
郵
送

の
場
合
当
日
消
印
有
効
）
日
試
験

日
口
n
月
5
日
働
■
申
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　地区公民館設置50周華認念事業

　各地区の活動を記録する記念誌の発行をはじめ、平成

11年度の1年間にわたり各地区公民館ではさまざまな50

周年記念事業が計画されています。すでに水沢地区館で

は記念式典、川治地区館では地区内名士の作家色紙展等

が行われまじた。

中条地区

公民館
　中条旭町
　費52－2748

（昭和50年12月竣工）

3臼（日）午後3時

到重要文化財備中神楽を迎えて～

二後1時30分～4時30分

育館

神楽伝承館（岡幽県）、

会、笹山縄文太鼓、

詠会ほか

灘
難
　
羅
・

■記念式典／10

臼芸能の集い一

　　8月29日（日）

　　中条小学校

　　　出演：備

　　　大の坂保

　　　中条城幽

口中条の芸術鐵

　　（公民館ま

備常神楽

　　（公民館まつりと岡時開催）

　　10月2日㈹・3EI（田）中条地区館

国中条ガイド翠ッブ作成

□記念式典／11月3日㈱午後4時30分

口地区内名士・作家色紙作品展

　　7月31日・8月1國　矧治地区館（実施済）

EI歩け歩け大会（淵治地区体育協会と共催）

　　10月17臼（日）川治・八箇地匿（約15㎞コース）

　　地区内の良さや自慢を再発見じます。

口菊入形展　慧月2日㈹・3臼㈱　矧治地区館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　六箇地区

　　　　　　　　　　　　　　　　　　公民館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田　　麦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奮52－5434

　　　　　　　　　　　　灘螺　　　　（昭和56年3月竣工）

■記念式典／10月24目（日）午後5時

□妻有街道歩け歩け大会（六箇地区体育協会と共催）

　　10月10臼佃）魚沼ス：力葬うイン（約18kmコース）
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尉
蹴
　

1
1

1

罰
霞iI

翻
lI

　　l
l
　…
i

まちづζク・∂讐づぐクo戴斎

　　　盈力響κ勝でず

　昭和22年11月の旧十日町の「十日町公民館」の開

館に続いて、24年春には旧村においても次々に公民

館が誕生し、今年度で設置50周年を迎えました。大

勢の地域の人たちと歩んできた各地区館では、これ

を契機に、21世紀に向かって「まちづくり・ひとづ

くり」の活動拠点として飛躍する大切な年度と位置

づけています。

終
戦
直
後
に

郷
士
振
興
機
関
と
し
て
誕
生

　
公
民
館
の
誕
生
は
、
終
戦
直
後
の

昭
和
2
1
年
7
月
に
出
さ
れ
た
文
部
次

　
つ
う
ち
ょ
う

官
通
牒
「
公
民
館
の
設
置
運
営
に
つ

い
て
」
に
よ
っ
て
始
ま
り
ま
す
。
翌

22

年
3
月
に
は
教
育
基
本
法
が
公

布
、
施
行
さ
れ
、
同
法
で
初
め
て
公

民
館
の
法
的
根
拠
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
2
4
年
6
月
に
社
会
教
育
法
が

公
布
、
施
行
さ
れ
、
そ
の
中
で
「
公

民
館
は
市
町
村
が
設
置
し
、
市
町
村

教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
社
会
教
育

施
設
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
先
の
文
部
次
官
通
牒
で
は
、
「
公

民
館
は
狭
義
の
社
会
教
育
施
設
と
し

て
だ
け
で
は
な
く
、
郷
土
振
興
の
中

核
的
機
関
、
総
合
的
文
化
施
設
」
で

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
（
旧
十
日
町
）
で
は
、

22
年
1
1
月
に
「
十
日
町
公
民
館
条
例
」

が
施
行
さ
れ
、
昭
和
町
3
の
水
月
庵

を
間
借
り
し
て
十
日
町
公
民
館
が
開

館
し
ま
し
た
。
続
い
て
2
4
年
2
月
か

ら
4
月
に
か
け
て
下
条
、
吉
田
、
水

沢
、
中
条
、
六
箇
、
川
治
の
6
村
の

公
民
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
2
9
年
か
ら
の
町
村
合
併

に
よ
る
市
制
施
行
に
と
も
な
い
、
十

日
町
市
公
民
館
は
現
在
の
形
の
本

館
、
中
条
・
川
治
・
六
箇
・
飛
渡
・

吉
田
・
下
条
・
水
沢
の
7
つ
の
地
区

館
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
本
館
で
は
、

平
成
9
年
1
1
月
に
設
置
5
0
周
年
を
迎

え
、
地
区
館
は
今
年
5
0
周
年
を
迎
え

ま
し
た
（
飛
渡
地
区
館
は
2
9
年
設
置

に
よ
り
4
5
周
年
で
す
）
。

地
域
を
網
羅

地
区
館
並
立
万
式
ス
タ
イ
ル

　
社
会
教
育
法
に
、
公
民
館
は
「
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
村
そ
の
他
一
定
区
域
の
住
民
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
に
、
実
際
生
活
に
即
す
る
教
育
、

学
術
及
び
文
化
に
関
す
る
各
種
事

業
」
を
行
う
と
こ
ろ
と
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
定
区
域
、
実
際
生
活
と
い

う
言
葉
で
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
公

民
館
の
特
性
の
第
一
は
地
域
性
で
あ



◎
．
へ　

　
、
．
謬
鯉
、
・

轟驚．

盤

働敵

　
　
　
　
、い
＆
，

、
集
ぎ

び
学
・

水沢地区公民館：50周年記念演芸会（7月3日）
　楽器演奏、劇、合唱、踊り、カラオケなど学習成果てんこも

　りのひとときでした

り
、
住
民
に
と
っ
て
身
近
な
と
こ
ろ

に
公
民
館
を
配
置
し
、
運
営
さ
れ
る

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
公
民
館
の
配
置
は

「
市
町
村
の
一
定
区
域
」
を
対
象
と

す
る
、
地
区
公
民
館
中
心
の
「
地
区

館
並
立
方
式
」
が
最
も
望
ま
し
い
形

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
区

館
並
立
方
式
と
は
、
同
一
市
町
村
内

に
地
区
公
民
館
が
独
立
・
対
等
に
複

数
あ
っ
て
、
相
互
に
連
携
し
な
が
ら

地
域
の
社
会
教
育
活
動
を
盛
り
上
げ

る
方
式
で
す
。

　
十
日
町
市
は
、
市
街
地
の
地
区
館

で
も
あ
る
本
館
と
7
地
区
館
、
さ
ら

に
各
地
の
集
会
所
、
学
校
な
ど
に
3
0

の
分
館
を
配
置
し
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
た
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
公
民
館
は
優
良
公
民
館

と
し
て
昭
和
4
1
年
、
5
3
年
、
62
年
と

文
部
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
地
区
館
並
立
方
式
を
続
け
な

が
ら
、
各
地
域
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
展
開
し
成
果
を
上
げ
て
き

た
も
の
で
あ
り
、
3
回
の
表
彰
を
受

け
た
公
民
館
は
全
国
で
も
唯
一
で
す
。

地
域
と
一
体

学
習
・
文
化
活
動
の
拠
点

　
公
民
館
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
成
人
、
女

性
等
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
定
期

的
な
講
座
や
教
室
を
は
じ
め
、
随
時

実
施
す
る
講
習
会
や
講
演
会
、
学
習

成
果
を
発
表
す
る
文
化
祭
や
公
民
館

ま
つ
り
な
ど
で
す
。
さ
ら
に
は
地
区

の
各
種
団
体
と
協
力
し
て
行
う
地
域

づ
く
り
の
事
業
な
ど
が
あ
り
、
大
勢

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
定
期
講
座
や
教
室
を
み

る
と
7
地
区
館
で
ー
、
5
0
0
人
が

学
習
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

利
用
し
て
い
る
団
体
や
サ
ー
ク
ル
は

80

に
も
の
ぽ
り
ま
す
。
本
館
を
加
え

る
と
約
2
、
1
0
0
人
、
利
用
団
体

数
は
約
1
4
0
に
な
り
ま
す
。

　
公
民
館
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る

学
習
と
文
化
活
動
を
通
し
た
「
ま
ち

づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
」
の
拠
点
施

設
で
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

飛渡地区

公民館
新　水
歪陛59－2032

（昭和48年7月竣工）

■記i念式典／11月7日（日）午後1時　飛渡第一一小学校体育館

　「当重茜コンサート」　日本の秋の唄、ふるさとを想う唄、

　　世界の唄（カンツォーネ、オペラ）をお楽しみください。

　難議鍵　’　　　叢難馨韓
　　　　　　　．　　　　吉田地区

　影蕪難雛　｝鷺一慧騰公民館
　樺顔…．臼．1’．醐．灘纐隠l
　l．＿驚，轟，羅毒驚欝、…＿謀識　　北鐙坂

一蠣願麟翻慶還，昭諜叢工、
一　　　＿鰯，、馨・障．　一　＿　　　　購

■記念式典／H月14㈲午後1時30分　吉田中学校体育館
　「講演会・＝宇宙への夢（ロマン）を語る」

　　上垣内茂樹さん（宇宙開発事業団）

　　宇宙飛行士養成の話や、宇宙に飛び立った飛行士の

　　活動をスライ隙等で紹介します。
□仮装盆踊り大会　8月15（日）午後8時～10時

　　鐙島小学校グラウンド（雨天1体育館）

□地区福祉まつり　11月13（土）・14日（日）午後1時30分

　　吉田中学校体育館　看護教室やチャリティーバザーの

　　開催、福祉機器を展示します。

　　　　　　　　　　　薄鑛　　撚v
　下条地区　．灘題灘．嚢灘、轟難覇
　　　　　　　　　　　　　　　　 ザ　グ　ゆびへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ひ

　公民館　．難髪叢　　
　　下条本町　　馨茎耀翻愚　鞭璽璽璽

　盈55－2004　　、、蓼覇璽　盈蓄、雛
（昭和52年瑚竣工〉謹，麟灌鍾鑑｛烈．鑛昨醍瓢　司、．繋

　　　　　　　灘1塁簿饗塑．嚢．謙鐸　　17摺1

■記念式典／10月31（日）午前10時　下条地区館

　「講演会竃魚沼の方書」

　南雲源二さん（六臼町社会教育指導員）
□昔の写真展　10月31（印　下条地区館　貴重な写糞で、3、

　　るさと下条の生活や出来事を振り返ります、

□みんよう発表会　11月14（日）みよしの湯

　唄、踊り、詩吟と出し物が盛りだくさんです。

　　　懸難驚◎水沢地区
　　　馨一　撫鱒懸繍，公民館
灘．、難鍵一諦麗礁　土市3

　　　融一臨難’畑　麿58－3搬
　　　　　　　　　　　　　　（昭和60無11月竣工〉

■記念式典／7月4臼　水沢地区館（実施済）
　「講演会二新しい風を」

　　上村捨』二郎さん（元県公連事務局長）

日50周年記念演芸大会　7月3日　水沢小体育館（実施済）

□50周年記念ダンス大会　11月28日（日）水沢地区館
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　　　　　　　　　　　　　ー
　　　　　　　　　　　ワ　　　　　　　　　襟
　　　　　　議
　　　　騒　　日十

　2002年に開催される“世界最大のスポーツイベント”ワール

ドカップサッカーの公認キャンプ候補地へ名乗りをあげていた

十日町市と㈱当間高原リゾートが、8月3日（幻に県庁でキャン

プ誘致の正式申請を行いました。申請は県内初、全国でも6番

目となります。今後は、豊かな自然環境と首都圏から2時間圏

内という好条件をP　Rしながら、全市をあげて世界の代表チー

ムを迎える準備を進めていきます。

賊

　
こ
の
日
鑑
檬
懇
将
わ
れ
た
申
請
に

は
、
本
田
市
長
灘
逡
港
に
㈱
当
間
高

原
リ
ゾ
ー
ト
の
熊
叢
総
支
配
人
が
出

席
し
、
県
サ
潔
灘
難
欝
繋
の
大
川
副

譲
叢
犠
麟
講
書
蕪
懸
離
渡
じ
ま
し
た
。

　
そ
⑳
後
の
認
灘
嚢
難
懇
本
田
市
長

巌
翼
会
獺
糊
霞
懸
霧
嬢
月
は
、
＋

日
町
麟
の
叢
懸
蝶
穣
難
簾
。
自
然
環

境
や
交
通
ア
ク
懸
藻
騰
難
恵
ま
れ
て

お
り
、
ぜ
ひ
キ
ャ
羅
難
蜷
に
利
用
し

て
ほ
し
い
」
と
意
難
鑓
み
を
強
調
し

ま
し
た
。
ま
た
．
懸
帯
の
チ
ー
ム
に

つ
い
て
は
繍
灘
叢
叢
と
の
姉
妹
都
市

交
流
の
窯
縷
懸
あ
り
、
で
き
れ
ば
強

簗

豪
イ
タ
リ
ア
チ
ー
ム
を
誘
致
し
た
い
」

意
向
を
の
ぞ
か
せ
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
で
は
今
後
の
具
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、
9
月
中
を
め
ど

に
、
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
キ
ャ
ン

プ
地
へ
の
申
請
は
9
月
に
締
め
切
ら

れ
、
J
A
W
O
C
（
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
日
本
組
織
委
員
会
）
の
視
察
な
ど

を
経
て
、
2
年
後
の
6
月
ご
ろ
推
薦

リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

　
そ
の
後
、
最
終
的
に
は
出
場
国
に

選
ば
れ
て
初
め
て
決
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
公
認
キ
ャ
ン
プ
誘
致
へ
の
正
式
申
請
を
行
っ
た
十
日
町
市

内
で
は
、
も
麺
一
り
の
サ
ッ
豹
1
の
熱
い
戦
い
、
第
1
0
回
十
日
町
カ
ッ
プ
高
校

サ
ッ
カ
ー
麹
雛
灘
撚
辮
纒
㈱
麟
灘
灘
・
隷
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
」
リ
ー
グ
チ

ー
ム
傘
下
㊨
惚
麟
総
繋
灘
鑛
灘
灘
難
燕
や
柏
レ
イ
ソ
ル
ユ
ー
ス
を
は
じ
め
、
全

国
的
に
も
撫
轡
籍
灘
懸
灘
叢
講
懸
滋
馨
地
元
高
校
生
が
、
優
勝
の
ゴ
ー
ル
を
め

ざ
し
て
熱
闘
灘
繰
纏
灘
鍵
雛
懸
織
欝
鞭
の
全
日
本
を
背
負
う
優
秀
な
選
手
を
問

近
に
見
る
総
嫌
の
云
懸
繋
灘
懸
灘
。
灘
鞍
た
も
ぜ
ひ
応
援
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

■
大
会
期
關
欝
8
月
螺
欝
欝
難
欝
麟
鍵

　
　
（
1
7
癬
　
鑓
日
は
麟
織
繋
灘
潔
灘
、
麹
翻
・
鋤
翻
撮
纈
難
撫
鍵
勤
ー
グ
）

■
大
会
会
綴
籔
陸
上
競
技
醗
麟
灘
黎
難
購
継
灘
灘
灘
慧
灘
灘
灘
欝
　
撚
灘
響
ン
ド
、

　
十
日
町
総
懸
欝
校
グ
ラ
謎
繋
鱗
灘
難
欝
縷
灘
灘
灘
縷
．
襲
灘
灘
欝
灘
鑛
ラ
ン
ド

■
参
加
校
難
雛
灘
工
業
高
校
．
撫
籔
鑛
糊
．
灘
綴
縫
溝
鑛
繕
穰
叢
織
蕪
灘
圏
）
、
山

　
形
市
立
繭
灘
灘
綾
（
山
形
）
、
藤
灘
叢
灘
騰
灘
総
騨
．
灘
灘
鑛
灘
織
穣
職
茨
城
）
、

　
西
武
台
隷
灘
欝
饗
齢
薪
藻
）
、
購
馨
雛
灘
鑛
懸
欝
轍
灘
欝
鑛
騨
．
欝
鵜
酉
口
同
校

　
　
（
埼
玉
〉
．
麟
麟
懸
欝
叢
雛
（
袖
馨
幾
鍵
．
灘
灘
灘
灘
灘
雛
燃
灘
翻
糊
．
．
近
畿
大

　
学
付
属
高
校
（
大
阪
懸
膿
．
綴
難
灘
縷
（
大
阪
府
）
、
柏
レ
イ
ソ
ル
ユ
ー
ス
（
千

　
葉
）
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
森
潟
繊
襲
鍵
、
新
潟
西
高
校
、
新
潟
工
業
高
校
、
新

　
潟
江
南
高
校
、
加
幾
繍
擬
．
十
懸
灘
高
校
、
十
日
町
総
合
高
校

■
問
合
せ
“
大
会
螺
灘
灘
懸
繊
響
の
叢
問
い
合
わ
せ
は
、
十
日
町
市
サ
ッ
カ
ー

　
協
会
庭
野
（
盈
罎
灘
纏
懸
籔
7
）
議
た
は
大
会
本
部
（
総
合
体
育
館
内
盈
52

　
－
4
3
7
7
）
へ
Q
、
・

松
木
安
太
郎
氏
講
演
会

　
2
0
0
2
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
公
認
キ
ャ
ン
プ
誘
致
活
動
の
一
環
と
し
て
、

大
き
な
夢
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
世
界
を
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
友
人
や
家
族
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
H
9
月
1
2
日
㈲
午
前
1
0
時
～
1
1
時

30

分
■
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
■
入
場
料
H
無

料
■
講
師
U
松
木
安
太
郎
氏
（
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
“
元
日
本
代
表
、
元
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
川

崎
・
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
監
督
、
テ
レ
ビ
解
説
者
）

■
問
合
せ
“
誘
致
準
備
委
員
会
事
務
局

（
企
画
人
事
課
内
智
57
－
3
1
1
1
）
へ
。
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回国国国国囹圖囲國
パートII
一火焔型士器の世界一

鵬器鰹膿蟹）午前9時一午後5日寺纏驕螺播・休館

高校生以上400円、20人以上の団体は300円、小・中学生無料（期間中は特別展・常設展共通）

間
場
金

　
　
　
料

　
　
　
覧

期
会
観

◆
◆
◆

灘
　
火
焔
土
器
お
よ
び
火
焔
型
土
器

は
、
新
潟
県
の
信
濃
川
上
・
中
流
域

を
中
心
と
し
た
地
域
で
集
中
的
に
出

土
し
、
縄
文
芸
術
を
代
表
す
る
土
器

の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
約
－
万
年
続
い

た
縄
文
時
代
の
な
か
で
中
期
中
葉
（
約

4
千
5
百
年
前
）
に
出
現
し
、
そ
し

て
突
如
と
し
て
姿
を
消
し
た
、
ま
さ

に
「
縄
文
の
華
」
と
い
え
る
土
器
で
す
。

　
博
物
館
で
は
、
平
成
8
年
に
「
縄

文
の
美
ー
火
焔
土
器
の
系
譜
1
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の

第
2
弾
で
す
。
笹
山
遺
跡
出
土
品
の

国
宝
指
定
と
博
物
館
お
よ
び
友
の
会

の
2
0
周
年
な
ど
を
記
念
し
て
、
笹
山

遺
跡
を
は
じ
め
市
内
出
土
の
火
焔

型
・
王
冠
型
土
器
を
一
堂
に
集
め
る

ほ
か
、
長
岡
市
、
津
南
町
、
群
馬
県

北
橘
村
の
復
元
土
器
を
お
借
り
し
て

展
示
公
開
し
ま
す
。
火
焔
土
器
お
よ

び
火
焔
型
土
器
の
造
形
美
、
神
秘
性
、

宗
教
性
な
ど
に
迫
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

美術展作品募集
　　，〉会期《
10月23日出～26日㈹

　　　　　　8〉会場く噌

　　　市民体育館（学校町1）

◆出品規定

作　晶

各部門とも1人2点以内、未発表作品に限

る。作品の額装はアクリル張り（ガラス不

可）とする。

部　門

日本画、洋画（油絵・水彩・パステル）、版

画、現代美術、彫刻、工芸（染・織・焼物

など）、書道、写真

出晶料
各部門とも、一般：1点1，000円・

2点1，500円、高校生以下：1点500円

◆作品搬入　10月19日（火》午前9時～午後8時30分に会場

　　　　　　（市民体育館）に持参してください。

◆審査会　10月20日㈱　午後3時～5時30分

◆問合せ　出品等に関するお問い合わせは社会教育課

　　　　　　　　　　（公民館本館内智57－5011）へ。

称25

～㊧

27
　㊧

》

　
今
年
も
8
月
2
5
日
㈱
か
ら
2
7
日
㈹
ま
で
、
子
ど
も
も
大
人
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る

「
十
日
町
お
お
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
た
だ
今
、
2
5
日
夜
の
「
明
石
万

灯
」
と
「
民
謡
流
し
」
の
参
加
者
を
募
集
中
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

明
石
万
灯
・
大
民
謡
流
し
参
加
者
募
集

　
明
石
万
灯
は
、
形
態
（
人
が
担
ぐ
、

車
輪
付
等
）
自
由
で
す
。
職
場
や
サ

ー
ク
ル
の
仲
間
と
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
民
謡
流
し
は
衣
装
・
プ
ラ
カ
ー
ド

に
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。
曲
目
は
「
十

日
町
小
唄
」
と
「
深
雪
甚
句
」
の
繰

り
返
し
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
「
俄
嚥
子
」

で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
H
8
月
2
5
日
▼
明
石
万
灯
”

午
後
7
時
～
9
時
▼
民
謡
流
し
“
午

後
7
時
3
0
分
～
9
時
■
場
所
”
本
町

1
～
6
、
高
田
町
1
～
2
■
そ
の
他

H
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
参
加
団
体

代
表
者
に
連
絡
し
ま
す
。
ロ
申
込
み
・

問
合
せ
H
十
日
町
お
お
ま
つ
り
実
行

委
員
会
（
商
工
会
議
所
内
盈
5
7
1
5

1
1
1
）
ま
た
は
十
日
町
市
観
光
協

会
（
費
5
7
－
3
3
4
5
）
へ
。
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E
…
4
1
l　l
　i

耀
　
　
1

諄 斐

1
ヨ 卜1
険
コ

…

1

い
き
い
き
と
し
た

　
厚
生
省
は
先
日
、
全
国
調
査
の
中
問
集
計
を
も
と
に
全
国
平
均
の
保
険

料
を
公
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
6
5
歳
以
上
で
月
額
2
、
8
8
5
円
、

40

歳
か
ら
64
歳
ま
で
は
月
額
1
、
4
0
0
円
か
ら
ー
、
7
0
0
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
月
号
で
は
保
険
料
の
決
ま
り
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
護
保
険
の
財
源

　
介
護
保
険
の
費
用
は
、
利
用
者
の

負
担
を
除
い
た
分
に
つ
い
て
、
半
分

は
被
保
険
者
か
ら
の
保
険
料
、
残
り

半
分
は
税
金
で
負
担
し
ま
す
。

●
財
源
の
内
訳

第1号＼
　保険料
（65歳以上の
　人の保険料）

＼17％

第2号
　保険糧

藻麟簿

料険
％

保
5
0

歳
の
％

㈱
太
お

㊤
歳
以
上
の
人
の
保
険
料

　
　
ー
所
得
を
5
段
階
に
区
分
－

　
各
市
町
村
の
利
用
見
込
み
サ
ー
ビ

ス
量
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
保
険
料
の

基
準
額
か
ら
、
本
人
や
世
帯
の
所
得

状
況
に
応
じ
て
保
険
料
が
定
め
ら
れ

ま
す
。
所
得
段
階
は
原
則
と
し
て
5

つ
に
分
け
ら
れ
、
所
得
の
低
い
人
は

低
く
、
所
得
の
高
い
人
は
高
く
保
険

料
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

畿雛魏

税金
50％

　　県

12．5％

殴
醗
　
2

付
％
交
5
整
均
調
平

㊤
ー
ビ
ス
と
保
険
料

　
保
険
料
は
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
量
を

も
と
に
加
入
者
の
所
得
段
階
な
ど
に

応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。
保
険
料
が
高

い
と
こ
ろ
は
、
一
般
的
に
サ
ー
ビ
ス

が
充
実
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

4ρ一一－一一－－一－－一一－－一一一一『、
億第1段階①　　　　　　　　　　　　　l
I　老齢福祉年金受給者など＝墓準額×0．5　巳

：第講課税世帯　額×0．75：

1第3段階③　　　　　　　　　　　　　1
匿　住民税非課税者（本人）＝墓準額　　　　巳

1第4段階④　　　　　　　　　　　　　I
I　住民税課税者＝墓準額×1．25　　　1
一　　（年所得250万円未満）　　　　　　　　　　　　　　騒

罷第5段階⑤　　　　　　　　　　　　　l

l麟翻髄一墓準額×L5　1
、嫡一－一－一－一－一一一－一一一－一ノ

㊤
蔭
料
と
そ
の
納
め
方

　
　
　
　
　
　

磯騨蕪噸

難繍嚢 i礫　購　欝 鐵i鱗灘鱗

○所得段階に応じて市町村 ○年金額が年額18

雛
蓬
繍
灘

　　65
　　歳
　　以縦　　上
難
　　の礫　　人
馨

　ごとに設定されます。

○サービス水準などにより

市町村ごとに金額は変わ
　ります。

○保険財政の安定化を図る
　ため3年をめどに見直さ

万円以上の人は
年金から天引き
　されます。

018万円に満たな

い人には市町村
力暫固別に　致刈又し

れます。 ます。

○加入している医療保険に

医40 よって異なります。

　　療歳
鑛　保以
馨　険上
灘　に65
　　加歳畿
　　入未
難　し満
獲　ての
馨　い
　　る

〈健康保険の場合＞

・保険料は給料に応じて決

まります。

・保険料は事業主と折半に

なります。

〈国民健康保険の場合〉

・保険料は所得、資産など

によって決まります。

○医療保険料に含

　まれて徴収され
　ます。

人 ・保険料と同額の国庫負担

があります。

●
日
町
市
の

　
　
6
5
歳
以
上
の
人
の
保
険
料

　
厚
生
省
が
示
し
た
算
出
方
法
を
も

と
に
、
十
日
町
市
の
保
険
料
を
試
算

す
る
と
、
月
額
2
、
5
0
0
円
前
後

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
市
の
特
別
サ
ー
ビ
ス
を

ど
う
す
る
か
、
国
が
示
す
介
護
報
酬

や
交
付
金
の
決
定
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
事
情
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
最
終
決
定
す
る
の
は
平
成
1
2
年
3

月
議
会
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い
情

報
に
つ
い
て
は
、
市
報
を
通
し
て
随

時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

㊤
険
料
を
納
め
な
い
と

　
被
災
な
ど
特
別
な
事
情
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
料
を
納
め
な

い
で
い
る
と
、
利
用
し
た
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
全
額
が
い
っ
た
ん
利
用

者
の
負
担
と
な
っ
た
り
、
1
割
の
自

己
負
担
が
3
割
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
護
保
険
事
業
計
画
等

　
　
　
策
定
委
員
会
を
開
催

　
十
日
町
市
介
護
保
険
事
業
計
画
等

策
定
委
員
会
（
小
川
元
一
委
員
長
）

が
7
月
9
日
働
と
2
8
日
㈱
に
開
催
さ

れ
、
第
1
号
被
保
険
者
の
保
険
料
に

影
響
す
る
市
の
特
別
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
以
降
は
、
保
健
福
祉
医
療
総
合
計

画
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

第2回介護保険事業計画等策定委員会

　
　
　
　
ド
　
コ
る
　
　
　
　
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
デ
ォ
や
ド
　
き
ゲ
ド
だ
　
ド
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一
フ
⑧
広

部3階
7

　
来
年
夏
に
開
催
す
る
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
招
へ
い
作
家
に
よ
る
作
品
制
作

の
ほ
か
、
広
く
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
す
る
公
募
作
品
部
門
が
あ
り
ま
す
。
4
月
か

ら
6
月
に
公
募
作
品
部
門
の
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
各
地
を
は
じ
め
、
イ

ギ
リ
ス
や
リ
ト
ア
ニ
ア
な
ど
、
海
外
を
含
む
3
0
3
人
（
1
3
グ
ル
ー
プ
含
む
）
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
6
市
町
村
各
1
か
所
の
公
募
ポ
イ
ン
ト
に
、
一
つ
の
作

品
を
設
置
す
る
た
め
、
単
純
計
算
で
5
0
倍
の
競
争
倍
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
市
内
で
は
「
下
条
神
明
水
辺
公
園
と
そ
の
周
辺
」
が
公
募
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
さ
ら
に
7
月
後
半
か
ら
8
月
前
半
に
か
け
て
は
、
今
回
の
応
募
者
か
ら
直
接

現
地
を
見
て
も
ら
う
た
め
「
公
募
ポ
イ
ン
ト
現
地
説
明
会
」
を
4
回
開
催
し
ま

し
た
。
今
後
は
1
1
月
末
ま
で
に
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
計
画
が
提
出
さ
れ
、
1
2
月
下

旬
に
予
備
審
査
（
3
0
作
品
に
し
ぼ
る
）
、
来
年
1
月
中
旬
に
公
開
審
査
を
経
て
当

選
6
点
が
決
定
し
ま
す
。
作
品
は
来
年
2
月
～
7
月
に
制
作
さ
れ
、
大
地
の
芸

術
祭
期
間
中
に
大
賞
1
点
が
決
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
0
年
の
大
地
の
芸
術
祭
に
向
け
て
、
松
之
山
ス
テ
ー
ジ
で
は
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
川
俣
正
さ
ん
が
森
を
舞
台
に
作
品
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
そ
の
手
始

め
と
し
て
7
月
6
日
㈹
～
1
5
日
㈱
ま
で
の
1
0
日
間
、
川
俣
さ
ん
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
大
学
生
ら
約
2
0
人
が
中
学
校
の
寄
宿
舎
で
自
炊
生
活
を
し
な
が
ら
現
地
制

作
を
行
い
ま
し
た
。
川
俣
さ
ん
の
作
品
づ
く
り
は
、
1
年
間
の
う
ち
ー
か
月
を

現
地
に
滞
在
し
な
が
ら
住
民
も
含
め
た
現
地
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
わ
れ

ま
す
。
今
回
は
、
現
地
制
作
の
基
礎
づ
く
り
と
し
て
、
遊
歩
道
と
現
場
作
業
小

屋
が
設
営
さ
れ
ま
し
た
。
遊
歩
道
は
地
元
の
ブ
ナ
の
間
伐
材
を
使
用
し
、
水
田

の
あ
ぜ
道
に
3
か
所
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
滞
在
中
、
作
家
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
地
域
住
民
の
交
流
会
も
開
か
れ
、
地
元

料
理
を
囲
ん
で
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
1
0
月
以
降
に
第
2
回
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
今
回
設
営
し
た
現
場
作
業
小
屋
で
の
作
品
制

作
の
ほ
か
、
町
内
に
あ
る
廃
屋
整
備
の
提
案
な
ど
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
越
後
妻
有
8
万
人
の
ス
テ
キ
発
見
」
の
応
募
は
7
月
末
で
締
め
切
り
ま
し

た
。
多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
集
計
作
業
が
終
了
し
た
後
、

8
月
下
旬
に
地
元
審
査
、
9
月
中
旬
本
審
査
、
1
0
月
下
旬
表
彰
、
n
月
巡
回
展

を
行
い
ま
す
。
審
査
結
果
は
市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
越
後
妻
有
大
地
の
芸
術
祭
実
行

委
員
会
で
は
、
来
年
7
月
～
9
月

の
「
大
地
の
芸
術
祭
・
越
後
妻
有

ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0

0
」
の
開
催
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
く
3
種
類
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

1凌ランテイアズタソ

會ボランティアの条件

o作業等に伴う当地域内の交通費は

　支給します。（ガソリン代含む）

○傷害保険をお掛けします

o宿泊費・食費は支給しません。

會申込み
　越後妻有大地の芸術祭実行委員会

　事務局（十日町地域広域事務組合

　企画振興課内盈57－2637）へ。

■作家慧鎌一ドボ蓼ンティ聾　　　ヌ屡’耀鷺

　作家の作晶制作溝動を幅広く手伝っても曝う購勇ンティア懸す。作家は作晶

の茄王割作のぽかにも、恥ろ恥ろ鞍サぷ一撫を必要とし獅糠す。

①木、石、鉄鞍どの撫証制作の技術協力②外国語の日常会話程度の遍訳

③作晶設置や地域内移動のお手伝恥　　　④作家滞在璽の賄恥　など

■記録撮影ボランティア

　今年の活動を糞め懇、事業の様子を写真・ビヂオで認録して硲ただきます。

①シン灘駕撚・講演会轡一熟麹ツプ嶽どのイベントの撮影

②作家の視察、作晶制作・設置聴の撮影陰ど　　※フ繍ルム等は支給します。

■芸術祭運営ボランティア

　犬地の芸術祭開催期閥中、事業の運営鞍どをお手伝駈覇ただきます。

①ト黎エンナーレセンターの運営、来訪者への会場やイベントの案内

②記念式典、シンぷジウム、ワータショップ、展覧会などイベントの運営
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　　楽しく踊って
健康づくりと仲間づくり。

このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係費57－3111内線213へ。

　　　　　　　　　　　　ふじゆうかい踊りの好きな仲問が集まって結成した藤友会は、気楽で

楽しい会です。平成4年4月に3人で始めたこの会も現在、

会員は15人になりました。女性ばかりで、年代は20歳代か

ら60歳代、いろいろな地域から集まってきています。

踊りというと型にはまったもの。また、芸の道は厳しい　、

暑い中、

国立劇場に向けて猛練習

といいますが、プロを目指す
　　けいこ人はその稽古の厳しさが大切

です。しかし、私たちのグル

ープは、夕飯の支度をしてか

ら来る主婦や仕事が終わって

から来る人が多く、踊りを楽

しみにしています。踊りは、

　　　ぐんぶ全員で踊る群舞を中心に行っ

ています。基本的な礼儀とル

ールを最初に学び、いつもは

楽しい練習を水曜日と金曜日

今年の目比谷公会堂での全国大会

に分かれて、夜2時間位行っています。途中20分位の休み

を取ります。お茶を飲みながら健康管理や料理などの話を

する大切な時間です。気持ちが一つになり踊りにもプラス

になっています。群舞は全員でいっしょに踊るので、楽し

くわかりやすく覚えやすいです。これからも和を大切に、

長く踊っていきたいと思います。

発表の場として年2回の大会に出場しています。10月は

長岡市立劇場での新潟大会、5月5日は日比谷公会堂での

全国大会です。7年間の練習の積み重ねが実って、このた

び、国立劇場で踊ることになりました。晴れの舞台です。

出場するからには頑張ろうということで、水曜日と金曜日

に全員で猛練習をしています。

今年は特別な年になりました。私たちといっしょに、舞

う喜びをあなたも感じてみてはいかがですか。初心者大歓

迎。問い合わせは代表・藤問征子（田川町2・盈57－4695）

へo

●懸鋼鱒麟跨懸㊥働繍くく麟◎翻拳繭轡嚇駿㊥囎
一
羅
灘
羅
馨

　
　
　
鍮
犠
薯
鞠

　
　
　
　
　
　
、
叢
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
鶏

犠　　　水落フミ子さん
　　（中条菅沼岱59－2123）

肇
亀

矯　このコーナーでは、登場していただく人を　募集しています。問い合わせは企画人事
　課広報広聴係盈57－3111内線213へ。

梅
ジ
ュ
ー
ス
と
ゼ
リ
ー

　
岳
年
、
子
ど
も
の
大
好
き
な
梅

ジ
ュ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。
夏
の
時

期
に
な
る
と
子
ど
も
か
ら
催
促
さ

れ
ま
す
。
梅
は
整
腸
作
用
も
あ
り
、

夏
バ
テ
防
止
に
い
か
が
で
す
か
。

　
ま
た
、
残
っ
た
梅
は
、
冷
や
し

て
ゼ
リ
ー
と
し
て
お
い
し
く
い
た

だ
け
ま
す
。

〈
梅
ジ
ュ
ー
ス
の
作
り
方
〉

①
鍋
に
梅
と
砂
糖
を
入
れ
て
弱
火

　
で
1
時
間
ほ
ど
煮
込
む
。

②
冷
ま
し
て
か
ら
、
ざ
る
に
あ
け
、

　
汁
だ
け
を
と
る
。
残
っ
た
梅
は

〈
梅
ゼ
リ
ー
の
作
り
方
〉

　
ゼ
リ
ー
は
、
ジ
ュ
ー
ス
の
作
り

万
②
で
わ
け
た
梅
の
実
を
使
う
。

ゼ
ラ
チ
ン
を
適
量
入
れ
、
冷
や
し

て
固
め
れ
ぱ
で
き
あ
が
り
。

　
残
っ
た
梅
は
、
冷
凍
し
て
保
存

で
き
る
。

　
捨
て
な
い
。

◎
汁
は
￥
も
う
［
度
沸
騰
さ
せ
る
。

　
容
器
に
入
れ
、
冷
や
し
て
保
存

　
す
る
。

　
飲
む
と
き
は
、
好
み
に
ム
ロ
わ
せ

　
て
水
や
炭
酸
水
で
割
っ
て
飲
む
。

鱒　
　
　
⑮

9懸
罷
》

、
心
川
　

囎
禦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
梅
砂
ゼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
材

雛

籔
翻難㊥翻蜘vw闘㊧纏鱒馴翻懸
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じようずに

描けたね〃
⑭下条保育所

　　　　　　　　　　繍
　　　　　　　　灘
　　　　　　　　鞭

　　　　　慰

　嚢

馨

水落直雅くん

　（6歳）

　
，
懸

　
あ
つ
い
外
で
￥
よ
く
見
な
が
ら
か
い
た
ひ
ま

わ
り
だ
よ
。
う
ま
く
か
け
た
よ
。
み
ど
り
の
葉

つ
ぱ
は
す
ぐ
か
け
た
け
ど
、
黄
色
の
花
が
む
ず

か
し
か
っ
た
よ
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
月
2
0
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
全
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会
の
陸
上
女
子

本気の本音
膨璽．会嚢か幽へ

テ

思
い
ま
す
。
昨
年
の
北
信
越
大
会
で
は

走
り
た
い
一
心
か
ら
ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ

を
振
り
切
っ
て
、
急
き
ょ
出
場
し
た

彼
女
が
、
ゴ
ー
ル
で
流
し
た
涙
は

今
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

圏　　
　
　
先
生
か
ら
は
、
記
録
だ
け
で

　
　
　
な
く
、
人
と
し
て
常
に
広
い
視
野
を

も
つ
よ
う
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

25

人
の
部
員
の
ほ
か
、

励
ま
し
と
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

圏　　
　
1
5
0
0
M
に
私
の
教
え
子
が
出
場
し
ま
す
。
入
部
当
時
一
番
体
の
小
さ

か
っ
た
彼
女
が
、
し
だ
い
に
体
力
と
精
神
力
を
つ
け
て
、
　
　
　
　
　
　
き

晴
れ
の
大
会
に
臨
む
こ
と
を
心
か
ら
う
れ
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
審

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
会
で
は
　
　
　
　
　
’
，
ー
ー
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
周
り
の
人
た
ち
か
ら
い
つ
も
温
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ん
な
気
持
ち
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
全
国
大
会
で
も
持
て
る
力
を
す
べ
て
出
し
き
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　．の．一ナー鞭登場して、鞭人を募集して、、ま辱　　3かぜがうまくかけたよ・たび人の月侵や　　（6歳）

　　問い合わせは企画人事課広報広聴係奮57－3111内線213へ．　　　　3ずぼんがむずかしかったよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

高
校
や
社
会
に
進
ん
で
か
ら
も
、
周
り
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
多
く
の
人
か
ら
大
切
に
さ
れ
る
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
願
う
、
水
沢
中
学
校
の
関
谷
典
子
先
生
と
教
え
子
の
村
山
忍
さ
ん
（
3
年
生
）
で
す
。

ぞ
㌧
璽

藤

　
私
は
、
池
沢
で
4
人
兄
弟
の
長
女

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
私
と
す
ぐ

下
の
妹
は
健
在
で
す
が
、
弟
の
二
人

は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
嫁
い
だ
先
の
南
雲
の
村
山
毅
家
で

は
屋
敷
続
き
の
約
1
0
町
歩
の
土
地
持

ち
で
、
養
蚕
と
桑
苗
と
水
稲
を
や
っ

て
い
ま
し
た
。
南
雲
に
は
約
4
0
年
く

ら
い
住
み
ま
し
た
が
、
一
生
で
一
番

の
苦
労
を
し
た
気
が
し
ま
す
。

　
養
蚕
・
桑
苗
に
水
稲
と
す
べ
て
の

規
模
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
朝

暗
い
う
ち
か
ら
夜
暗
く
な
る
ま
で
働

き
ま
し
た
。
当
時
た
ん
ぽ
の
代
か
き

は
気
の
荒
い
馬
を
使
っ
て
い
ま
し
た

が
、
馬
の
ハ
ナ
ッ
ト
リ
も
よ
く
や
っ

た
も
の
で
す
。
養
蚕
の
盛
り
に
は
、

夜
中
に
桑
の
葉
が
な
く
な
り
畑
に
取

り
に
い
く
こ
と
も
た
び
た
び
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
子
ど
も
は
男
5
人

に
女
2
人
の
7
人
を
育
て
あ
げ
ま
し

た
。
夫
は
1
8
年
前
に
亡
く
な
り
ま
し

村山キシさん
（土市3）94歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係麿57－3111内線213へ。

た
が
、
村
会
議
員
な
ど
い
ろ
ん
な
役

職
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
せ
が
れ
が
土
市
の
工
場
で
よ
り
屋

を
や
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
現

在
地
に
移
っ
て
約
4
0
年
位
た
ち
ま
す
。

　
土
市
で
は
、
中
学
に
寄
宿
舎
が
で

き
る
前
の
4
～
5
年
間
、
冬
場
珠
川

と
南
雲
の
子
ど
も
を
預
か
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
多
い
時
は
2
4
～
2
5
人

も
い
た
と
思
い
ま
す
。
食
べ
盛
り
で

1
斗
の
米
も
い
く
ら
も
も
た
な
か
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
子
ど
も

は
し
か
り
つ
け
て
も
ダ
メ
で
す
。
「
こ

ん
な
い
い
子
が
い
る
」
と
そ
れ
と
な

く
ほ
め
て
あ
げ
る
と
自
然
と
み
ん
な

が
マ
ネ
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
今
は
家
の
周
り
で
野
菜
づ
く
り
に

励
ん
で
い
ま
す
。
近
所
の
人
た
ち
か

ら
上
手
だ
と
ほ
め
ら
れ
ま
す
が
、
人

間
で
す
の
で
ほ
め
ら
れ
る
と
う
れ
し

く
、
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
春
は
山
菜
採
り
そ
し
て
秋
は
き
の

こ
採
り
に
家
族
で
行
く
の
が
楽
し
み

で
す
。
家
族
の
み
ん
な
に
大
事
に
さ

れ
幸
せ
を
し
み
じ
み
感
じ
て
い
ま
す
。
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一ヲンのA卿圏調
阪吻エ癒誘ンの福祉G

馨
灘

い空に水しぶきと声援

内小学生279人が力泳

講師大滝昌之氏が
障害者の権利主張を強調

　
7
月
1
8
日
㈲
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
大
滝
昌
之
氏
講

演
会
が
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
人
の
生
活
観
と
福
祉
」
と

題
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
は
手
を
つ
な
ぐ

親
の
会
（
羽
鳥
慎
一
会
長
）
の
主
催
で
行
わ
れ
、
会
員

な
ど
9
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
福
祉
先
進
国
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
に
在
住
し
て
い
る
大
滝
氏
は
、
日
常
活
動
セ
ン
タ

ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
音
楽
と
福
祉
の
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
障
害
者
の
権

利
が
政
策
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
施
設
優
先
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

本
来
は
在
宅
で
障
害
者
が
普
通
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
。
重
要
な
の
は
、
周
囲
が
そ
の
人
に
合
う

社
会
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
す
。
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

　
第
31
回
市
内
小
学
校
親
善
水
泳
大
会
が
7
月
2
9
日
㈲

に
西
小
学
校
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
1
9
の
小

学
校
か
ら
集
ま
っ
た
2
7
9
人
の
ち
び
っ
子
ス
イ
マ
ー

は
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
を
囲
む
友
人
や
先
生
・
保
護
者
か

ら
の
大
き
な
声
援
を
あ
び
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ゴ
ー

ル
を
め
ざ
し
て
、
力
強
い
泳
ぎ
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　
晴
天
の
こ
の
日
は
プ
ー
ル
サ
イ
ド
も
ま
さ
に
炎
天
下
。

き
ら
め
く
プ
ー
ル
で
泳
ぎ
終
え
た
子
ど
も
た
ち
の
顔
は

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
ま
た
、
8
種

青
市
目
で
9
の
大
会
新
記
録
が
誕
生
し
ま
し
た
．
中
で
も
6

　
　
　
　
年
男
子
、
5
年
女
子
の
バ
タ
フ
ラ
イ
で
は
、
西
小
学
校

　
　
　
　
の
福
島
俊
也
選
手
、
南
雲
春
香
選
手
が
と
も
に
過
去
の

　
　
　
　
記
録
を
2
秒
以
上
縮
め
る
活
躍
を
み
せ
て
い
ま
す
。

頑

繹

雛
㎜脚

鰍

　　　　　｛翼幽
・
　
証 茄箪

履置ひ¢5、
十日町高校、津南高校の英語指導助手
力ナダモントリオール出身

　新潟の夏が蒸し暑いことをしばらく忘れていました。で

も、蒸し暑くても、楽しめるものはたくさんあります。今

月は、しばらく香港に旅行に出かける予定です。おいしい

中華料理が今から楽しみです。8月の下旬には、「アース・

セレブレイション（大地を祝う会）」に参加するために佐渡
　　　　　　こどう
を訪れます。「鼓童」が太鼓を演奏することでしょう。この

機会を利用して、今月から十日町にやってくる新しい2人

のALTを迎え入れたいと思っています。きっと皆さんは

新たな2人に対しても、私の時と同じように、親切に十日

町に迎えれてくれることと思います。8月下旬の十日町お

おまつりで皆さんにお会いできることを楽しみにしていま
　　　　　　　ゆかた
す。私は新しい「浴衣」を着ていきますよ。

F　　鷹　　　　　　　ジェニファー・ロジャース

　　　　　I　had　forgotten　just　how　hot　and　humid　the　sum－

mer　is　in　Niigata，but　there　are　sti”many　things　to

enjoy．I　wi”take　a　short　trip　to　Hong　Kong　this　August

and　l　am　looklng　forward　to　enjoying　some　delicious

Chinese　food！At　the　end　of　the　August，l　hope　to　go　to

Sado　lsland　to　take　part　in　the　Earth　celebration．Kodo

wi”be　playing　the　Talko　drums．l　would　Iike　to　take　this

chance　to　welcome　the　two　new　ALTs　who　wiII　arrive　in

Tokamachi　this　month　and　the　fo”owing．l　am　sure　that

you　wi”be　as　klnd　and　generous　to　them　as　you　have

been　to　me．I　hope　to　see　everyone　at　the　Tokamachi

matsurl　at　the　end　of　August．1’m　going　to　wear　my　new

yukata！
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青少年スポーツの晴舞台

真夏の全国大会に38人が出場

　
小
．
中
．
高
校
生
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
全
国
大
会

出
場
選
手
の
激
励
壮
行
会
が
7
月
2
9
日
㈲
に
市
保
健
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
厳
し
い
予
選
大

会
を
勝
ち
ぬ
き
全
国
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
3
8
人

の
選
手
の
う
ち
3
4
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り

が
出
場
大
会
名
と
種
目
名
を
紹
介
さ
れ
た
あ
と
、
市
長

か
ら
「
市
民
が
注
目
と
期
待
を
し
て
い
る
。
力
を
十
分

発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。
市
体
育

協
会
長
は
「
君
た
ち
の
出
場
の
影
で
、
あ
と
一
歩
で
涙

を
の
ん
だ
多
く
の
選
手
が
い
る
。
彼
ら
の
分
ま
で
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
こ
と
ば
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。
選

手
か
ら
精
一
杯
が
ん
ば
る
旨
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
あ

と
、
大
き
な
拍
手
で
選
手
が
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
鶉
＋
日
町
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
8
月
－
日
禦
ら
始

　
　
始
ま
り
ま
し
た
．
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
芸
術
文
化
の

　
　
が
か
お
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
平
成
7
年
か
ら
取

　
　
話
り
組
ん
で
い
る
事
業
で
す
．
昨
年
の
城
ケ
丘
ピ
ュ
ア
ラ

　
　
対
ン
ド
か
ら
、
再
び
総
合
体
育
館
北
側
広
場
に
会
場
を
戻

祉
の
し
た
今
年
は
、
酒
井
良
氏
・
渡
辺
一
宏
氏
・
西
巻
彦

麗
毅
難
鱒
韓
爆
連
日
の
猛
暑
の

天
家
　
一
般
見
学
が
自
由
に
で
き
る
公
開
制
作
は
8
月
2
2
日

炎
作
㈲
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
．
無
機
質
の
石
に
作
家
の
魂

　
　
　
　
が
吹
き
込
ま
れ
る
瞬
間
を
あ
な
た
も
見
学
に
訪
れ
ま
せ

　
　
　
　
ん
か
。
完
成
し
た
作
品
は
、
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ

　
　
　
　
る
よ
う
、
今
年
も
市
街
地
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

灘繍

問
健
健
暦

●

す
こ
や
か
教
室

　
市
で
は
、
住
民
健
診
の
結
果
に
基

づ
い
て
、
糖
尿
病
の
疑
い
の
あ
る
人

に
あ
ら
た
め
て
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
、
糖
尿
病
が
心
配
さ

れ
る
人
を
対
象
に
す
こ
や
か
教
室
（
糖

尿
病
予
防
教
室
）
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
教
室
は
5
回
コ
ー
ス
で
病
気
の
特

徴
や
病
気
を
予
防
す
る
た
め
の
食
事

や
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
学
習

し
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合

い
、
生
活
の
見
直
し
も
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
教
室
開
催
中
に
体
脂
肪
検

査
や
血
糖
検
査
を
行
い
、
変
化
を
み

て
い
ま
す
。

　
参
加
者
の
教
室
前
後
の
変
化
を
み

る
と
、
大
部
分
の
人
が
血
液
検
査
の

数
値
、
体
脂
肪
と
も
に
正
常
値
に
近

づ
い
て
い
ま
す
。

　
継
続
す
る
の
は
大
変
で
す
が
、
仲

間
が
い
れ
ば
お
互
い
に
励
み
に
な
り

ま
す
。
今
年
も
教
室
を
開
き
ま
す
の

で
、
勧
め
ら
れ
た
人
は
ぜ
ひ
、
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
者
の
声

　
　
宮
澤
ヨ
ウ
子
さ
ん
（
田
川
町
i
）

　
糖
尿
病
は
怖
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
自
分
と
は
関
係
な
い
こ
と
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
市
の

健
診
で
血
糖
値
が
高
い
と
言
わ
れ
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
と
に
か
く
「
病

気
に
な
り
た
く
な
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
は
、
夜
お
菓
子
を
つ
ま
み
、

お
い
し
い
も
の
や
好
き
な
も
の
を
食

べ
た
い
だ
け
食
べ
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
気
が
つ

き
ま
し
た
。
食
べ
方
や
体
の
動
か
し

方
を
改
善
し
た
ら
、
血
糖
値
は
正
常

に
な
り
体
脂
肪
も
減
少
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ほ
か
の
要
因
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
数
年
前
か
ら
高
か

っ
た
肝
機
能
の
検
査
値
が
良
く
な
っ

て
驚
い
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
食
事
の
計
算
が
面
倒
だ

と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
食
品
交
換

表
の
使
い
方
を
覚
え
た
ら
パ
ズ
ル
感

覚
で
計
算
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
試
食
を
し
た
り
、
ご
飯
を

計
っ
た
り
す
る
の
で
自
分
が
何
を
ど

れ
だ
け
食
べ
れ
ば
よ
い
か
具
体
的
に

わ
か
り
ま
し
た
。
自
分
だ
け
で
な
く

家
族
の
食
事
に
つ
い
て
も
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
教
室
に
参
加
し
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
の
た
め
、
よ
い

生
活
習
慣
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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か
け
ま
せ
ん
か

第
η
回
N
T
T
東
目
本
旗
争
奪

魚
沼
郡
市
中
学
校
野
球
大
会

　
球
児
た
ち
の
熱
戦
を
応
援
し
ま
せ
ん
か
。

纏
期
日
n
8
月
21
日
㈹
～
2
3
日
㈲
（
開
会

式
旺
2
1
日
午
前
8
時
1
0
分
～
笹
山
球
場
）

鑓
会
場
“
笹
山
球
場
・
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
、
庚
塚
野
球
場
（
川
西
町
）
、
月
岡
公

園
多
目
的
広
場
（
堀
之
内
町
）
繊
問
合
せ
H

N
T
T
東
日
本
六
日
町
営
業
支
所
（
奮
0

2
5
7
1
7
0
1
9
0
3
1
）
へ
。

～
目
本
の
歌
の
楽
し
み
～

　
　
　
あ
の
歌
　
こ
の
歌

　
な
つ
か
し
の
唱
歌
や
童
謡
な
ど
、
心
に

響
く
歌
を
お
届
け
し
ま
す
。
繊
日
時
”
8

月
2
8
日
㈹
（
午
後
6
時
開
場
）
6
時
3
0
分

～
糟
場
所
”
六
日
町
文
化
会
館
■
出
演
”

塚
田
佳
男
（
ピ
ア
ノ
）
青
山
恵
子
（
メ
ゾ

ソ
プ
ラ
ノ
）
ほ
か
雛
入
場
料
H
前
売
2
千

円
、
当
日
2
、
5
0
0
円
（
全
席
自
由
）

獺
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
“
十
日
町
市
民
会
館
、

イ
ト
ー
楽
器
繊
問
合
せ
U
㈲
六
日
町
文
化

ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
（
盈
0
2
5
7
i
73

1
5
5
0
0
）
へ
。

世
界
の
少
年
少
女
絵
画
展

　
世
界
1
6
0
か
国
・
地
域
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
1
0
万
点
の
作
品
の
中
か
ら
、
代
表
4

百
点
を
展
示
鐵
日
時
ー
8
月
1
8
日
㈱
～
2
2

日
㈲
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
8
時
3
0
分

（
た
だ
し
、
初
日
は
午
後
1
時
～
、
最
終

日
は
午
後
6
時
ま
で
）
糟
場
所
”
ク
ロ
ス

ー0

纏
入
場
料
目
無
料
繕
問
合
せ
ロ
世
界
の

少
年
少
女
絵
画
展
実
行
委
員
会
（
盈
0
2

5
1
2
5
7
－
1
4
0
0
）
へ
。

ワ
イ
！
わ
い
／
盆
踊
り

　
お
盆
の
夜
の
ひ
と
時
、
家
族
や
友
人
、

帰
省
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。
ワ
イ
、
わ
い
、
楽
し
く
に
ぎ
や
か
に

踊
り
ま
し
ょ
う
。
繊
日
時
H
8
月
1
6
日
㈲
、

17
日
㈹
午
後
8
時
～
9
時
3
0
分
雛
場
所
H

立
正
佼
成
会
駐
車
場
（
稲
荷
町
2
）
繊
出

し
物
ほ
十
日
町
小
唄
、
深
雪
甚
句
、
三
階

節
、
だ
ん
ご
3
兄
弟
ほ
か
■
主
催
H
稲
荷

会
（
稲
荷
町
2
・
3
東
の
青
年
会
）

◆
三
好
園
非
常
勤
職
員
募
集

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
一
二
好
園
で
は
1
0

月
1
日
採
用
の
非
常
勤
職
員
を
募
集
中
●

募
集
職
種
・
人
数
”
▼
介
護
職
員
”
4
人

▼
運
転
手
兼
介
助
員
”
1
人
▼
調
理
員
”

2
人
●
受
験
資
格
”
通
勤
可
能
な
2
0
歳
～

50
歳
く
ら
い
ま
で
の
人
。
運
転
手
兼
介
助

員
は
普
通
自
動
車
免
許
所
持
者
（
大
型
免

許
が
あ
れ
ば
な
お
よ
い
）
●
給
与
”
時
給

8
5
0
円
●
試
験
“
9
月
4
日
㈹
午
前
9

時
～
三
好
園
に
て
面
接
試
験
を
実
施
●
受

験
申
込
み
”
8
月
3
0
日
㈲
ま
で
に
履
歴
書

と
運
転
免
許
証
の
写
し
を
提
出
（
郵
送
の

場
合
当
日
消
印
有
効
）
●
提
出
先
・
問
合

せ
”
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
好
園
（
〒

9
4
9
1
8
6
0
3
下
条
中
央
通
り
盈
56

－
2
1
0
6
）

◆
ゆ
め
・
も
の
・
わ
ざ
づ
く
り
支
援
補
助

金
申
込
受
付
中

●
内
容
”
①
ゆ
め
づ
く
り
支
援
補
助
金
”

新
規
事
業
展
開
の
た
め
の
企
画
立
案
費
の

50
％
（
補
助
額
50
万
円
～
百
万
円
）
を
補

助
②
わ
ざ
づ
く
り
支
援
補
助
金
“
新
技
術

の
研
究
開
発
費
の
50
％
（
補
助
額
百
万
円

～
5
百
万
円
）
を
補
助
③
も
の
づ
く
り
支

援
補
助
金
“
新
規
の
市
場
創
出
や
事
業
展

開
を
図
る
た
め
の
商
品
開
発
費
の
5
0
％
（
補

助
額
百
万
円
～
3
百
万
円
）
を
補
助
●
補

助
対
象
”
中
小
起
業
者
ま
た
は
中
小
企
業

者
で
組
織
す
る
団
体
●
申
請
締
切
”
9
月

10

日
㈹
●
問
合
せ
・
申
込
み
“
新
潟
県
新

産
業
振
興
課
育
成
支
援
係
（
智
0
2
5
1

2
8
5
－
5
5
1
1
）
へ
。

◆
な
か
ま
の
家
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　
知
的
障
害
者
更
正
施
設
「
な
か
ま
の
家
」

で
は
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ

る
人
を
対
象
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
申
込
み
“
8
月
2
0
日
㈹
ま
で
に
な
か
ま

の
家
（
智
6
8
－
4
0
1
3
）
へ
。

期日 時間 内　　容

9／5
（日）

午
前
1
0
時
～
正
午

「十日町の福祉・

ボランティアについて』

　講師　岡元真弓さん

10117
　（日）

「自然を通して

　　　　　障害を知る』

　講師　村山義一さん

11／14

㈲

「手話で話してみよう」

　講師　阿部栄子さん

◆
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
学
習
会

　
目
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
市
報
や
書

寄付ありがとう
　　7月26日届け出分まで（敬称略）

囹地域福祉事業へ＝ナツメロ同好会

（11，744円）、匿名（10万円）、新潟

県工芸会（2万円）

囹社会福祉事業へ＝㈱共同メンテナ

ンス（南新田1、1万円）

囹博物館へ二島田久蔵（本町5）、高

橋武四郎（田川町1）、高橋福吉（田

川町1）、田村多一郎（西本町2）、

山田信男（四日町3）、生越伸一（原）、

金沢武久（新宮1）、竹嶋小学校（北

蒲原郡中条町）、ハイビジョンミュー

ジアム推進協議会（東京都渋谷区）

囹情報館へ＝大渕巌（東京都）、村山

信一（寿町3）、重野ハル子（妻有町

西1）、鹿島建設北陸支店（新潟市）

囹鐙島保育所へ＝新潟県遊技業協同

組合十日町支部（テレビデオ1台）

籍
の
朗
読
テ
ー
プ
を
制
作
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
月
1
回
勉
強

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
●
日
時
目
8
月
2
8

日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～
●
場
所
”
公
民
館

本
館
●
問
合
せ
”
十
日
町
朗
読
サ
ー
ク
ル

荻
野
京
子
（
智
57
1
8
8
1
0
）
へ
。

◆
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座

　
子
育
て
支
援
に
興
味
を
持
ち
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
の
活
動
を
考
え
て
い
る
人

を
募
集
し
ま
す
。
●
定
員
”
2
0
人
●
場
所

“
公
民
館
本
館
●
申
込
み
”
8
月
31
日
㈹

ま
で
に
十
日
町
保
健
所
地
域
健
康
課
担
当

池
津
（
盈
57
1
2
4
0
0
）
へ
。

◆
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
受
診
者
募
集

　
寝
た
き
り
に
な
る
主
な
原
因
は
脳
卒
中

と
骨
折
で
す
。
骨
量
は
4
0
歳
を
ピ
ー
ク
に

減
少
し
ま
す
。
特
に
女
性
の
皆
さ
ん
は
要

注
意
。
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。
●
期
目
”
9
月
2
6
日
㈲
●
場

所
”
ク
ロ
ス
ー
0
●
対
象
者
”
4
0
歳
～
6
9
歳

の
女
性
●
定
員
”
3
百
人
（
先
着
順
）
●

受
診
料
”
千
円
●
申
込
み
”
8
月
27
日
㈹

ま
で
に
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係
へ
。

　　　　内容

①講義「子育て支援ボラン
　ティアについて」

　　講師　池　良弘さん
②話し合い

①講義「乳幼児期の特徴と
　子育てについて」

②話し合い

体験学習を3回実施

圏時

9／10働

9：30～

　　11：30

①体験学習のまとめ
②話し合い

9／29働

9：30～

　　11：30

　10月

11／5働

9：30～

　　11：30

◆
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
更
新
分
）

を
送
付
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
一
斉
更

新
分
を
、
加
入
世
帯
の
皆
さ
ん
に
直
接
郵

送
し
ま
す
。
学
生
や
遠
隔
地
の
分
割
し
た

保
険
証
も
、
市
内
の
家
族
宛
て
に
郵
送
し

ま
す
。
発
送
は
8
月
2
5
日
を
予
定
。
ま
た

保
険
証
の
色
は
9
月
1
日
か
ら
「
藤
色
」

に
変
わ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
「
ク
リ
ー
ム

色
」
の
保
険
証
は
8
月
31
日
で
使
え
な
く

な
り
ま
す
。
各
家
庭
で
破
棄
し
て
く
だ
さ

74



い
。
保
険
証
が
届
い
た
ら
、
住
所
・
氏
名
・

加
入
者
氏
名
な
ど
を
確
認
し
、
裏
面
の
注

意
事
項
を
よ
く
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
記
載

事
項
に
誤
り
や
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、

市
民
生
活
課
国
保
係
（
④
番
窓
口
）
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
国
民
年
金
の
免
除
分
は
追
納
で
き
ま
す

　
国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
人
に
対
し
、
保
険
料
を
免
除
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
免
除
さ
れ
た
期
間

は
、
将
来
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
時
に

納
付
し
た
場
合
の
3
分
の
ー
と
し
て
計
算

さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
よ
り
満
額
に
近

い
額
の
年
金
を
受
け
る
た
め
に
、
保
険
料

を
1
0
年
前
ま
で
さ
か
の
ぽ
っ
て
納
付
で
き

る
「
追
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料

を
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ

追
納
し
ま
し
ょ
う
◎
●
問
合
せ
”
市
民
生

活
課
国
民
年
金
係
へ
。

◆
よ
り
豊
か
な
老
後
の
た
め
に
「
国
民
年

金
基
金
」
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
「
国
民
年
金
基
金
」
は
、
老
齢
基
礎
年

金
に
上
乗
せ
す
る
形
で
年
金
を
支
給
し
、

老
後
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
の

公
的
な
年
金
制
度
で
す
。
国
民
年
金
基
金

は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い

る
人
や
農
業
者
年
金
の
加
入
対
象
者
を
除

き
、
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
（
自

営
業
・
農
林
漁
業
な
ど
の
人
）
で
あ
れ
ば

だ
れ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
国

民
年
金
の
付
加
保
険
料
は
納
め
ら
れ
な
く

な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
掛
金
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
受
け
る
年
金
は

公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
ゆ
と
り
あ
る
老
後
の
た
め
、
国
民
年
金

基
金
に
ぜ
ひ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

⑫
問
合
せ
”
新
潟
県
国
民
年
金
基
金
（
費

0
2
5
1
2
4
5
1
9
3
4
5
）
ま
た
は

市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

◆
地
域
保
健
講
座

　
中
条
病
院
と
な
り
に
新
設
さ
れ
た
老
人

保
健
施
設
「
き
た
は
ら
」
の
施
設
見
学
と

懇
談
会
を
行
い
ま
す
。
②
日
時
”
9
月
4

日
ω
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
（
受
付
午
後

1
時
～
）
②
場
所
”
老
健
施
設
「
き
た
は

ら
」
会
議
室
の
内
容
”
老
健
の
暮
ら
し
・

生
活
に
つ
い
て
の
説
明
、
施
設
見
学
、
懇

談
会
●
受
講
料
”
2
0
0
円
（
資
料
代
ほ

か
）
●
募
集
人
数
”
3
5
人
●
申
込
み
”
8

月
2
7
日
㈹
ま
で
に
中
条
病
院
医
事
課
担
当

登
坂
（
智
57
1
3
0
1
8
）
へ
。

◆
市
民
て
ん
か
ん
講
座

　
て
ん
か
ん
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
開
催
し
ま
す
。
講
座
終
了
後
個

別
相
談
を
予
定
。
参
加
申
込
み
は
不
要
。

●
日
時
”
8
月
2
1
日
㈲
午
後
2
時
～
3
時

30
分
⑫
会
場
”
湯
沢
町
公
民
館
⑫
講
師
睡

和
知
学
先
生
（
国
立
療
養
所
西
新
潟
中
央

病
院
精
神
科
医
長
）
⑫
演
題
”
「
て
ん
か

ん
の
診
断
と
最
新
治
療
に
つ
い
て
」
⑫
入

場
料
”
無
料
⑫
問
合
せ
”
国
立
療
養
所
西

新
潟
中
央
病
院
て
ん
か
ん
セ
ン
タ
ー
（
智

0
2
5
1
2
6
5
1
3
1
7
1
）
へ
。

◆
断
酒
友
の
会

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
や
お
酒
で
体
調
を
崩

し
て
い
る
人
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
体
験
談

を
語
り
な
が
ら
断
酒
を
継
続
し
ま
す
。
⑫

日
時
”
8
月
2
9
日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～
3

時
3
0
分
●
場
所
”
公
民
館
本
館
②
問
合
ぜ

”
健
康
福
祉
課
へ
。

◆
1
2
年
版
県
民
手
帳
予
約
受
付
中

　
身
近
な
最
新
情
報
満
載
の
県
民
の
た
め

の
手
帳
で
す
。
表
紙
は
リ
ー
フ
グ
リ
ー
ン

（
薄
柳
色
）
と
べ
ー
シ
ッ
ク
ロ
ー
ズ
（
薄

バ
ラ
色
）
の
2
色
が
あ
り
ま
す
。
●
価
格
”

4
3
0
円
●
発
行
時
期
”
1
1
月
初
旬
●
申

込
み
”
9
月
6
日
㈲
ま
で
に
総
務
課
文
書

統
計
係
へ
。

◆
夏
の
省
エ
ネ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
夏
は
電
力
消
費
量
が
増
大
す
る
季
節
で

す
。
地
球
温
暖
化
防
止
や
資
源
節
約
の
た

め
②
冷
房
中
の
室
温
は
2
8
℃
以
上
に
設
定

⑫
電
気
製
品
の
主
電
源
は
切
る
な
ど
、
省

エ
ネ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
・

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

◆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
（
2
期
）

参
加
者
募
集
中
　
●
日
時
”
9
月
1
日
～

11

月
2
4
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時

30
分
～
9
時
3
0
分
（
た
だ
し
9
月
1
5
日
と

n
月
3
日
を
除
く
）
●
場
所
”
総
合
体
育

館
●
参
加
費
”
教
室
参
加
料
毎
回
百
円
と

施
設
使
用
料
●
申
込
み
”
総
合
体
育
館

（
智
52
－
4
3
7
7
）
へ
。
当
日
窓
ロ
で

の
申
込
み
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
参
加
も
可
。

◆
市
民
プ
ー
ル
の
閉
場
に
つ
い
て

　
8
月
1
3
日
㈹
か
ら
閉
場
を
1
時
間
早
め

る
た
め
、
利
用
時
間
が
午
前
9
時
～
午
後

5
時
3
0
分
に
な
り
ま
す
。
ま
た
保
守
点
検

の
た
め
8
月
1
7
日
㈹
と
2
4
日
㈹
は
閉
場
し

ま
す
。
⑫
問
合
せ
”
市
民
プ
ー
ル
（
智
52

1
0
7
3
7
）
へ
。

◆
9
8
W
杯
フ
ラ
ン
ス
大
会
写
真
展
開
催
中

⑫
日
時
”
9
月
1
0
日
㈹
ま
で
の
平
日
午
前

8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
1
5
分
の
場
所
”
市

役
所
ロ
ビ
ー
⑫
問
合
せ
”
誘
致
準
備
委
員

会
事
務
局
（
企
画
人
事
課
内
）
へ
。

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

　
7
月
2
5
日
号
H
頁
の
中
に
電
話
番
号

の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

●
N
H
K
学
園
8
E
O
1
係
”
智
0
4

2
－
5
7
2
1
3
1
5
1
●
つ
ま
り
の

里
”
費
5
8
－
2
2
4
3
で
す
。

　
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ゆずります
ゆずってください
・消費者協会（市民生活課生活環境係）へ

品　　　名 規　格 希望価格

ベビークーハン 　日よけ付ふとん・まくら付 2千円

50 cc　バ　イ ク ホンダジョルノ　3千km走行 5万円

50 cc　バ　イ ク スポーツタイプ 相談で

ストーブガード 50×60×80新品幼児用、蓋なし
〃

アルカリイオン水器 4年位使用 〃

ダツコポーチ コンビ 3千円

ベビーラツク アツプリカ 5千円

洗 濯 機 東芝全自動 相談で

電 子　レ　ン 、“

ン 〃

除 湿 機 8～10畳 1万6千円

自 転 車 24インチ 7千円

運搬機（クローラ） キャタピラダン
プ式10馬力 15万円位

カラーテレビ 14型リモコン付 2千円

学習机椅子付
タッチセンサー
ライト付 無　料

整 理　タ　ン ス 　籐製鏡付高さ90・幅60㎝ 2千円

木製額縁（バラでも可） 大4、中6 無料

ゴルフクラブセット6本 レディース用
クラブバッグ付 2万5千円

プレイステーション メモリーカード付
CD5枚

1万2千円

電 動　自　転 車 ホンダ、傷なし 5万円
、ム

叩 蔵 庫 中型 相談で

ス ク　ー　タ 一 ベルーガ80㏄ 無　料

ミ
、

、
ン ン 相談で

リ ヤ　　カ 一 小型 〃

自 転 車 130cm子供用 無　料

一 輪 車 18インチ 相談で

ぶらさがり健康器 〃

野球のグローブ 大人用 無　料

野 外　　犬 企
口
中型犬用
鉄骨製 相談で

固定式室内型自転車
　（エルゴメーター）

力ロリー表示付 〃

マウンテンバイク 24インチか
26インチ 無　料
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E
し

墨
蒙
・

轟
舞

’
辮
醸
灘
騰

十
日
町
市
史
を
読
む

里
禰
船
が
　
辮
類
滋
㎜
懸
懸

　
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
六
月
三

日
、
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
は
、
大
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
つ

領
の
国
書
を
持
ち
、
四
艘
の
軍
艦
を

率
い
て
浦
賀
沖
に
来
航
し
、
開
国
を

せ
ま
り
ま
し
た
。

　
世
の
中
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
う
き
せ
ん

「
泰
平
の
眠
り
を
さ
ま
す
上
喜
撰
た

っ
た
四
は
い
で
夜
も
眠
れ
ず
」
と
う

た
わ
れ
た
で
き
ご
と
で
す
。
こ
の
事

件
は
、
す
ぐ
妻
有
の
村
に
も
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
ろ
、
尾
崎
村
の
小
川
栄
春

は
、
江
戸
で
針
医
の
修
業
を
し
て
い

　　　　　　嘉

勲　　一・　　　　昭■3，1
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網
　　皇　琶

丞
天
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払
磯
蘭
麟
鯉
，

騰
講
灘
燦
髪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ
、

ー
巣
，
　
　
　
熱
　
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駄

　
　
　
　
　
　
　
　
、
鍮
、
懸
欝
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
綴
欝
磯

アメリカ船の士官と水兵

難
灘
⑳

ま
し
た
。
か
れ
が
、
国
元
の
父
親
に

し
た
た
め
た
書
状
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。　
異
国
船
が
や
っ
て
き
て
以
来
、
江

戸
市
中
の
人
々
も
落
ち
着
か
ず
、
盲

人
の
自
分
は
こ
の
先
が
心
配
だ
。
幕

府
は
、
品
川
に
台
場
を
築
き
、
御
殿

山
の
防
備
も
固
め
る
と
い
う
。
仲
問

で
も
故
郷
に
帰
っ
た
も
の
も
多
い
。

　
学
者
や
風
流
を
た
し
な
む
よ
う
な

人
々
は
、
山
ご
も
り
す
る
と
い
う
。

私
も
、
も
う
一
年
く
ら
い
修
業
し
た

い
の
だ
が
、
こ
ん
な
情
勢
で
は
一
時

も
早
く
故
郷
に
帰
り
た
い
。

　
飛
脚
か
江
戸
に
で
か
け
て
く
る
人

に
お
願
い
し
て
、
私
を
つ
れ
て
帰
る

よ
う
に
頼
ん
で
欲
し
い
。
わ
ざ
わ
ざ

迎
え
に
こ
な
く
て
も
よ
い
が
、
こ
の

手
紙
の
着
き
し
だ
い
に
、
飛
脚
の
都

合
を
聞
い
て
欲
し
い
。

　
い
っ
し
ょ
に
江
戸
に
き
て
医
学
を

学
ん
で
い
る
徳
之
丞
は
、
異
国
と
戦

争
に
な
れ
ば
兵
士
に
加
わ
る
の
で
、

槍
術
を
学
ぶ
と
い
っ
て
い
る
。
思
い

な
お
す
よ
う
、
私
も
意
見
を
加
え
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
幕
末
の
動
き
は
、
す
ぐ
当
地
方
に

も
た
ら
さ
れ
、
激
動
に
ま
き
こ
ま
れ

て
い
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
通
史
編
3
　
近
世
二
）
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轟灘　
　
　
欝欝懲難馨響副ん　1　　　　　灘ウド（ウコギ科）i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　山地にごく普通に生える多年草で、早春にやわらかい芽をのぞかせ春：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3の訪れをつげてくれます。知ってのとおり、この芽は、代表的な山菜と：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3して昔から人々に親しまれています。夏になるころには高さ1～2mに：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3伸びます。茎には短い毛をびっしりつけ、葉は大型でぎざぎざの切れこ：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3みがありざらつきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　写真のように長い枝を伸ばし、球形のうす黄緑色の花をたくさんつけ：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3ます。よく見ると、約3mmほどの小さな花の集まりであることに気がつ：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3きます。秋には、黒い卵球形をした果実になります。　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　山菜を食べている人でも、真夏の様子をあまり気にかけないのではな：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●いでしょつか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

十目町市民の動き

（7月末日現在）

44，322人（前月比＋6）

21，762人（〃　一41）

22，560人（〃　＋17）

（前月比十2）12，970

■人ロ

　男
　女
■世帯数

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
編
・
集
・
室

　
暑
い
日
が
続
き
、
「
暑
い
の
ー
」
が
枕
こ
と

ば
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
と
比
べ
、
ど
れ
位
暑
い
の
か
と
消
防

署
で
観
測
記
録
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

平
年
の
梅
雨
明
け
で
あ
る
7
月
2
2
日
か
ら
31

日
ま
で
の
1
0
日
間
で
比
較
し
て
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
最
高
気
温
が
30
℃
以
上
の
真
夏
日

は
、
昨
年
は
5
日
間
だ
っ
た
の
に
今
年
は
9

日
間
と
ほ
ぽ
倍
で
あ
り
、
最
高
気
温
の
平
均

は
昨
年
の
3
0
・
2
℃
に
対
し
今
年
は
3
2
・

2
℃
と
2
℃
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
平
均
気

温
は
昨
年
の
2
5
℃
に
対
し
今
年
は
2
6
℃
で

ー
℃
高
く
、
昨
年
に
比
べ
今
年
の
暑
さ
が
記

録
に
も
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
ま
す
。

　
天
候
で
は
、
昨
年
の
苦
い
経
験
を
思
い
だ

し
ま
す
。
初
め
て
取
り
組
ん
だ
団
地
転
作
の

ソ
バ
が
8
月
の
雨
で
全
滅
し
た
こ
と
で
す
。

　
今
年
の
夏
も
ま
だ
半
ば
、
8
月
が
ど
う
か

で
す
。
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
の
農
作
物
に

は
こ
の
暑
さ
は
い
い
条
件
と
か
。
い
く
ら
暑

く
て
も
、
秋
に
は
豊
か
な
実
り
と
収
穫
が
迎

え
ら
れ
る
よ
う
好
天
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
⑬
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